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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

 
 

 

平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
） 

～
19
日
（
日
）

 

17-

18
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
２
７
６
０
地
区 

地
区
大
会 

於 

Ｗ
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル 

 
 

会
員 

59
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
59
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
16
％ 

  

プ
ロ
グ
ラ
ム 

17-

18
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
２
７
６
０
地
区 

 

地
区
大
会 

大
会
第
１
日
目  

11
月
18
日
（
土
）

 

14
時
00
分  

受
付
開
始 

14
時
30
分  

開
場 

15
時
00
分  

本
会
議
開
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

／
司
会 

照
井
栞 

 
 

 
 

 
 

 
  

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理 

ご
夫
妻
入
場 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
古
屋
大
谷 

高
等
学
校 

 

吹
奏
楽
部 

15
時
30
分  

点
鐘 

 
  

／
神
野
重
行 

           

 

国
歌
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ（
我
等
の
生
業
）

 

／
指
揮 

鬼
頭
茂
成 

15
時
35
分 

登
壇
者
登
壇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

／
李
東
建
ご
夫
妻
、神
野
重
行
他 

開
会
の
挨
拶 

／
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
長 

岡
村
隆
德 

15
時
40
分 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
ご
夫
妻
の
紹
介 

地
区
外
特
別
出
席
者
紹
介 

 

地
区
役
員
出
席
者
紹
介 

 
出
席
ク
ラ
ブ
紹
介 

 
主
催
者
挨
拶 

 
 

 

／
神
野
重
行 

15
時
55
分 
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
挨
拶 

／
李
東
建 

16
時
25
分 

Ｒ
Ｉ
理
事
挨
拶 ／

斎
藤
直
美         

16
時
30
分 

地
区
大
会
議
事
（
報
告
事
項
）

 

大
会
登
録
委
員
会
報
告 

／
地
区
大
会
実
行
委
員
長 

尾
上
昇 

大
会
信
任
状
資
格
審
査
委
員
会
報
告 

／
委
員
長 

松
前
憲
典 

地
区
指
名
委
員
会
報
告 

／
委
員
長 

近
藤
雄
亮 

地
区
審
議
会
報
告 

／
地
区
審
議
会
副
議
長 

江
崎
柳
節 

16
時
45
分 

地
区
大
会
議
事
（
決
議
事
項
）

 

神
野
重
行 

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
選
任
方
法
採
択
の
件 

副
ガ
バ
ナ
ー
選
任
方
法
の
件 

Ｒ
Ｉ
理
事
指
名
委
員
会
委
員
及
び 

補
欠
委
員
選
任
の
件 

立
法
案
決
議
に
関
す
る
件 

／
規
定
審
議
会
地
区
代
表
議
員 

江
崎
柳
節 

地
区
大
会
決
議
に
関
す
る
件 

／
地
区
大
会
決
議
委
員
長 

江
崎
柳
節 

採
決          

 
 

 

神
野
重
行 

 

17
時
00
分 

閉
会
・
点
鐘
／
神
野
重
行 

 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
ご
夫
妻
歓
迎
晩
餐
会 

17
時
30
分 

受
付
・
開
場 

18
時
00
分 

開
会 

／
司
会 

森
由
貴
子 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
ご
夫
妻
ご
入
場 

／
李
東
建
ご
夫
妻 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ピ
ア
ニ
ス
ト 

神
野
す
な
ほ 

開
会
の
言
葉 

  

司
会 

森
由
貴
子 

特
別
出
席
者
紹
介    

／
神
野
重
行 

歓
迎
の
挨
拶  

 
 

 

／
神
野
重
行 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
挨
拶 

 

／
李
東
建 

             
            

18
時
40
分 

乾
杯 

／
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

服
部
良
男 

会
食
歓
談 

19
時
45
分 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

名
古
屋
お
も
て
な
し
武
将
隊
® 

20
時
00
分 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ（
手
に
手
つ
な
い
で
）

 

／
指
揮 

鬼
頭
茂
成 

20
時
05
分 

閉
会
の
言
葉 

／
地
区
幹
事 

加
藤
定
伸 

1403 

 

 

 
第 1639 回例会 
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大
会
第
２
日
目 

11
月
19
日
（
日
）

 

午
前
の
部 

９
時
00
分  

受
付
開
始 

９
時
30
分 

開
場

 
10
時
00
分  

  
本
会
議
開
会 

／
司
会 

照
井
栞 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理 

入
場 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

東
海
学
園 

交
響
楽
団 

10
時
30
分 

点
鐘  

 

／
神
野
重
行 

 

国
歌
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ（
奉
仕
の
理
想
）

 

／
指
揮 

鬼
頭
茂
成 

10
時
35
分 

物
故
会
員
紹
介
・
黙
と
う 

10
時
40
分 

登
壇
者
登
壇 

／
李
東
建
、神
野
重
行
他 

10
時
42
分 

開
会
の
挨
拶 

／
地
区
大
会
実
行
委
員
長 

尾
上
昇 

10
時
45
分 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
の
紹
介 

／
神
野
重
行 

地
区
外
特
別
出
席
者
紹
介 

地
区
役
員
出
席
者
紹
介 

委
員
長
・
出
席
ク
ラ
ブ
紹
介 

 

主
催
者
挨
拶
並
び
に
現
況
報
告 

       

11
時
00
分 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
挨
拶 

並
び
に
現
況
報
告
／
李
東
建 

11
時
30
分 

社
会
奉
仕
委
員
会
報
告 

 
 

／
社
会
奉
仕
委
員
長 

杉
浦
文
雄
、 

副
委
員
長 

内
藤
教
恵 

11
時
40
分 

国
際
奉
仕
委
員
会
報
告 

／
国
際
奉
仕
委
員
長 

鈴
木
宏
司 

11
時
50
分 

青
少
年
奉
仕
委
員
会
報
告 

／
青
少
年
奉
仕
委
員
長 

岡
田
雅
隆 

12
時
00
分 

午
前
の
部
閉
会 

 
午
後
の
部 

13
時
00
分 

開
会 

13
時
00
分 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

Ｒ
Ｉ
２
７
６
０
地
区 

大
会
記
念
合
唱
団 

登
壇
者
登
壇 

 

／
李
東
建
、 

神
野
重
行
他 

13
時
30
分  

愛
知
県
知
事
登
壇 

／
愛
知
県
知
事 

大
村
秀
章 

13
時
32
分  

防
災
協
定
締
結
式 

・
趣
旨
説
明 

／
神
野
重
行 

寄
付
目
録
贈
呈 

／
愛
知
県
知
事 

大
村
秀
章
、 

神
野
重
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

感
謝
状
・
記
念
撮
影 

愛
知
県
知
事
挨
拶 

14
時
00
分 

名
古
屋
市
長
登
壇 

／
名
古
屋
市
長 

河
村
た
か
し
、 

神
野
重
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寄
付
目
録
贈
呈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

感
謝
状 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記
念
撮
影 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

名
古
屋
市
長
挨
拶

 

14
時
10
分 

Ｗ
Ｆ
Ｆ
活
動
報
告

 

／
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー 

加
藤
陽
一 

14
時
15
分 

地
区
大
会
決
議
報
告 

／
神
野
重
行 

14
時
25
分 

感
謝
状
・
記
念
品
贈
呈 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
感
謝
状 

／
李
東
建 

 

前
年
度
ガ
バ
ナ
ー
感
謝
状
／
服
部
良
男 

 

前
年
度
地
区
大
会
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
／
小
牧
Ｒ
Ｃ

 

 

表
彰 
 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
表
彰 

 
 

 

16-

17
年
度
に
関
す
る
表
彰 

 
 

 

17-

18
年
度
に
関
す
る
表
彰 

 
 

地
区
表
彰 

（
16-

17
年
度
に
関
す
る
表
彰
） 

15
時
00
分 

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
紹
介 

／
神
野
重
行 

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
挨
拶 

／
村
井
總
一
郎 

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
二
ー
紹
介
／
神
野
重
行 

次
年
度
地
区
大
会
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ 

紹
介
・
挨
拶 

／
神
野
重
行
、
蒲
郡
Ｒ
Ｃ 

15
時
15
分 

休
憩 

15
時
25
分 

講
演
会
開
会 

講
師
紹
介       

／
司
会 

照
井
栞 

15
時
30
分 

記
念
講
演 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
自
国
第
一
主
義
」 

 

池
上
彰 

氏 

       

17
時
00
分 

謝
辞 

 
 

／
神
野
重
行 

17
時
05
分 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
講
評 

／
李
東
建 

17
時
10
分
閉
会
・
点
鐘 

／
神
野
重
行 

  

17-

18
年
度
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー 

第
２
７
６
０
地
区 

地
区
大
会 

地
区
大
会
実
行
委
員
長 

尾
上 

 

昇 

２
０
１
７
～
１
８
年
度
国
際
ロ
ー
タ

リ
ー
第
２
７
６
０
地
区 

地
区
大
会
は
、

Ｄ
．Ｋ
．リ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
ご
夫
妻
を

お
迎
え
し
て
、
11
月
18
日
（
土
）
19
日

（
日
）
の
両
日
、神
野
重
行
ガ
バ
ナ
ー
の

主
宰
で
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

地
区
大
会
登
録
者
数
は
、
地
区
外
会

員
18
名
、
同
伴
者
８
名
、
地
区
内
会
員

２
，４
８
４
名
、同
伴
者
20
名
、ロ
ー
タ

リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
99
名
の
合
計
２
，６

２
９
名
で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
地
区
大
会
の
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

実
行
委
員
会
は
２
０
１
６
年
10
月
に

組
織
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
は
小
生

尾
上
昇
が
、
大
会
幹
事
に
は
吉
田
隆
彦

会
員
が
そ
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
早
速

実
行
委
員
会
の
方
針
を
「
ス
マ
ー
ト
で

シ
ン
プ
ル
な
地
区
大
会
」、「
従
来
の
慣

習
に
と
ら
わ
れ
な
い
地
区
大
会
」
と
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
感
銘
深
い
地

区
大
会
に
す
る
た
め
に
映
像
を
効
果
的

に
使
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。そ
し
て
、

講
演
を
池
上
彰
氏
に
依
頼
す
る
こ
と
を

決
め
、
幸
い
に
も
会
員
の
中
に
池
上
氏

と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
者
が
い
た
の
で
、

そ
の
ル
ー
ト
か
ら
快
諾
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
に
地
区
大
会
を
彩
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
印
象
深
い

も
の
に
し
た
い
と
、
１
日
目
は
神
野
ガ

バ
ナ
ー
と
ご
縁
の
深
い
名
古
屋
大
谷
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
、
ま
た
２
日
目
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、神
野
ガ
バ
ナ
ー
、

小
生
の
母
校
、東
海
学
園
交
響
楽
団
に

決
め
依
頼
を
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
午

後
の
部
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
名
古
屋

で
東
日
本
大
震
災
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
７
年
続
け
て
い
る
名

古
屋
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
唱
団

連
合
会
の
合
唱
演
奏
に
決
め
、
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
自
ら
の
奉
仕
活
動
の
紹
介
を
す 

る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ガ

バ
ナ
ー
事
務

所
と
は
、
こ

の
間
綿
密
な

調
整
を
し
な

が
ら
万
全
の

態
勢
で
地
区

大
会
を
迎
え

ま
し
た
。 
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い
よ
い
よ
地
区
大
会
第
１
日
目
開
会

で
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

は
、
期
待
通
り
名
古
屋
大
谷
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
が
若
さ
溢
れ
る
演
奏
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、神
野
ガ
バ
ナ
ー

の
意
向
で
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
を
も
っ

と
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
に
伝
え
よ
う

と
、第
２
７
６
０
地
区
の
活
動
を
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
映
像
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
会
議
は
神
野
ガ
バ
ナ
ー
の
点
鐘
に

始
ま
り
「
君
が
代
」、「
我
ら
の
生
業
」

の
斉
唱
に
続
き
、神
野
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶

が
あ
り
、Ｄ
．Ｋ
．リ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
が

韓
国
語
で
挨
拶
を
さ
れ
、
そ
の
通
訳
は

今
年
度
の
米
山
奨
学
生 

権
貞
恩
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

続
い
て
斎
藤
直
美
Ｒ
Ｉ
理
事
挨
拶
の

後
、
地
区
大
会
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

神
野
ガ
バ
ナ
ー
を
議
長
と
し
て
報
告
事

項
、決
議
事
項
が
全
て
原
案
通
り
承
認
、

決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｄ
．Ｋ
．リ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
ご
夫
妻

歓
迎
晩
餐
会
は
、
第
２
７
６
０
地
区
各

ク
ラ
ブ
の
会
長
、幹
事
、そ
し
て
特
別
出

席
者
の
皆
様
、地
区
委
員
の
皆
様
の
２
０

０
名
を
超
え
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
集
い

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
神
野
す
な
ほ
（
じ

ん
の
す
な
お
）
さ
ん
の
超
絶
技
巧
の
ピ
ア

ノ
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
後
Ｄ
．

Ｋ
．リ
ー
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
が
流
暢
な
日
本

語
で
挨
拶
を
さ
れ
、
一
段
と
和
や
か
な

会
と
な
り
ま
し
た
。
森
由
貴
子
さ
ん
の

司
会
で
懇
親
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

名
古
屋
お
も
て
な
し
武
将
隊
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
大
変
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
。 

地
区
大
会
第
２
日
目
は
、
東
海
中

学
・
高
等
学
校
の
東
海
学
園
交
響
楽
団

に
よ
る
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
交
響
曲

第
８
番
の
演
奏
で
始
ま
り
ま
し
た
。
１

日
目
と
同
じ
よ
う
に
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動

の
映
像
を
見
て
い
た
だ
き
、
神
野
ガ
バ

ナ
ー
の
点
鐘
の
後
、
Ｄ
．Ｋ
．リ
ー
Ｒ
Ｉ

会
長
代
理
の
母
国
、大
韓
民
国
「
愛
国

歌
」
を
演
奏
、続
い
て
「
君
が
代
」「
奉

仕
の
理
想
」
を
斉
唱
し
本
会
議
に
入
り

ま
し
た
。物
故
会
員
を
偲
ぶ
黙
祷
の
後
、

神
野
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
並
び
に
現
況
報

告
が
あ
り
、
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
が
英
語
で

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
通
訳
は
名
古
屋

和
合
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
福
田
哲
三

幹
事
が
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
社
会
奉
仕

委
員
会
の
杉
浦
文
雄
委
員
長
、
内
藤
教

恵
副
委
員
長
か
ら
映
像
を
使
っ
て
Ｒ
Ｃ

Ｃ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

国
際
奉
仕
委
員
会
の
鈴
木
宏
司
委
員
長
、

青
少
年
奉
仕
委
員
会
の
岡
田
雅
隆
委
員

長
か
ら
も
同
じ
く
映
像
を
使
っ
て
報
告

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
の
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ

て
い
た
だ
い
た
の
は
Ｒ
Ｉ
２
７
６
０
地

区
大
会
記
念
合
唱
団
の
皆
様
で
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
の
６
合
唱
団

60
名
に
加
え
、
賛
助
出
演
と
し
て
、
名

古
屋
市
立
向
陽
高
等
学
校
合
唱
部
、
愛

知
県
立
名
古
屋
西
高
等
学
校
合
唱
部

40
名
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
の

メ
ド
レ
ー
合
唱
で
し
た
。 

今
回
の
地
区
大
会
記
念
事
業
と
し
て
、

愛
知
県
と
防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

大
村
秀
章
知
事
と
神
野
ガ
バ
ナ
ー
に
よ

る
署
名
締
結
を
し
、寄
付
の
目
録
贈
呈
、

感
謝
状
の
披
露
の
後
、
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
加
藤
陽
一
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ

ー
か
ら
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
＋
ふ
れ
愛
フ

ェ
ス
タ
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
名
古
屋

市
教
育
基
金
・「
高
校
生
の
夢
実
現
応
援

事
業
」へ
の
寄
付
目
録
の
贈
呈
を
行
い
、

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
神
野
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
地
区

大
会
決
議
報
告
が
あ
り
、
感
謝
状
の
贈

呈
、記
念
品
の
贈
呈
、各
種
表
彰
に
入
り

ま
し
た
。
昨
年
度
の
「
Ｒ
Ｉ
意
義
あ
る

業
績
賞
」
は
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
岡
村
隆
德
会
長
が
Ｄ
．Ｋ
．リ

ー
Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
か
ら
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
度
の
表
彰
は
服
部
良
男
パ
ス

ト
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
表
彰
が
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
関
連
の
表
彰
が
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
村
井
總
一
郎
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
の
紹
介
・
挨
拶
、
伊
藤
靖
祐
ガ

バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
、
午
後
の
部
前
半
が
予 

       

  

定
通
り
終

了
し
休
憩

と
な
り
ま

し
た
。 

フ
ァ
ミ

リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
の

皆
様
が
、

大
須
観
音
、

ノ
リ
タ
ケ

の
森
の
見

学
か
ら
戻

ら
れ
た
と

こ
ろ
で
今 

回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、池
上
彰
さ
ん
の
講
演

が
始
ま
り
ま
し
た
。
演
題
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
自
国
第
一
主
義
」。地
区
大
会

直
前
に
衆
議
院
の
総
選
挙
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
日
本
の
政
治
の
話
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
界
の
話
ま
で
多
岐
に
亘

り
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演

を
終
え
た
池
上
彰
講
師
へ
万
雷
の
拍
手

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

17-

18
年
度
地
区
大
会
を
予
定
通

り
２
日
間
、順
調
に
行
え
ま
し
た
の
は
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
関
係
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
御
蔭
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
神
野
重
行
ガ
バ
ナ
ー
、
ガ
バ
ナ
ー

事
務
所
の
皆
様
、
名
古
屋
名
駅
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
地
区
副
幹
事
・
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
、
そ
し
て
、
加
藤
定
伸
地
区

幹
事
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し

て
地
区
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。 

  

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
会 

青
少
年
奉
仕
委
員
長 

柴
岡 

正
将 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
ペ
イ
ジ
の
た

め
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
が
11
月
９

日
、
会
長
、幹
事
、木
村
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

青
少
年
奉
仕
委
員
長
と
共
に
３
ホ
ス
ト

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ペ

イ
ジ
に
つ
い
て
は
日
本
語
を
よ
く
理
解

し
て
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
も
殆
ど
理
解
で 

き
る
の
で
心

配
は
な
い
と

髙
木
ホ
ス
ト

よ
り
第
２
の

中
野
ホ
ス
ト

へ
の
引
継
ぎ

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
11
月

25
日
に
ホ

ス
ト
の
移
動

予
定
で
す
。 

  

第
２
７
２
０
地
区 

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
報
告 

10-

11
年
度
派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

渡
辺 

彩
加 

２
０
１
７
年
９
月
９
日
（
土
）・ 

10
日
（
日
） 

熊
本
県
阿
蘇
市
車
帰
３
５
８ 

『
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
』 

参
加
人
数
：
36
人 

参
加
年
齢
層
：大
学
一
年
生（
18
）～

社
会
人
（
28
） 

参
加
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
：
16
人 

 
 

 
 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 
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参
加R

Y
L
A

ria
n
  : 

６
人 

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ 

『
知
・
情
・
意 

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

か
ら
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
論
』 

 

第
２
７
６
０
地
区
神
野
ガ
バ
ナ
ー
、

竹
内
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
長
の
ご
承
認
を
得

て
、
第
２
７
６
０
地
区R

Y
L
A

ria
n

と

し
て
、
第
２
７
２
０
地
区(

大
分
・
熊
本) 

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に
運
営
ス
タ
ッ
フ

な
ら
び
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
と
し
て
参

加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

第
２
７
２
０
地
区
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
は
、

阿
蘇
の
大
自
然
の
中
で
の
一
泊
二
日
セ

ミ
ナ
ー
で
し
た
。
私
は
二
日
目
メ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
模
擬
国
連
会
議
」
を
担

当
い
た
し
ま
し
た
。「
模
擬
国
連
会
議
」

と
は
、
参
加
者
各
人
が
国
の
大
使
と
な

り
、
交
渉
を
し
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。 

今
回
は
議
題
を
「
難
民
問
題
」
と
し
、

テ
ー
マ
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
ま
し
た
。 

こ
の
ゲ
ー
ム
を
作
る
に
当
た
り
、
第

２
７
６
０
地
区
で
学
ん
だ
、「
３
人
は
一

番
話
し
合
い
が
し
に
く
い
人
数
」
と
い

う
こ
と
や
、「
異
な
る
立
場
の
人
と
ど
う 

話
し
合
い
を

お
こ
な
う
か
」

 

と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お

い
て
い
ま
し

た
。「
難
民
問

題
」
の
発
生

の
仕
組
み
を
、

仮
想
要
因
を

通
じ
て
学
び 

                  

な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
回
避
す

る
た
め
に
悩
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
、
ほ
か
の
国
と
議
論
し
て
い
る

姿
を
見
る
の
は
、
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
と
し
て
と
て
も
楽
し
く
、
同
時
に

私
自
身
想
定
外
の
動
き
も
出
始
め
て
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
運
営

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
第
２
７
２
０
地
区（
大

分
・
熊
本
）
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
様
々

な
発
見
、
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

参
加
人
数
・
対
象
年
齢
が
第
２
７
６

０
地
区
（
愛
知
）
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
セ
ミ
ナ

ー
と
異
な
り
、
社
会
人
が
多
い
こ
と
に

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
同
時
に
年

齢
に
沿
っ
た
内
容
の
運
営
方
法
や
対
応

が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
職
種
が
異
な

る
人
同
士
が
グ
ル
ー
プ
編
成
さ
れ
て
い

た
た
め
、
社
会
人
な
ら
で
は
視
点
が
発

揮
さ
れ
、
あ
ら
た
な
気
づ
き
や
価
値
観

と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

大
分
・
熊
本
は
近
年
、
地
震
・
大
雨
・

土
砂
崩
れ
を
は
じ
め
と
し
て
災
害
が
続

い
て
い
る
た
め
、
休
憩
時
間
に
お
い
て

も
、
災
害
が
発
生
し
た
当
時
の
話
、
ま

た
発
生
し
た
と
き
の
対
処
法
な
ど
を
参

加
者
が
自
然
と
話
し
合
っ
て
い
た
の
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

参
加
者
の
感
想
の
中
で
、「
様
々
な
方

の
話
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」「
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
や
正
義
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
気

が
つ
い
た
」「
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
と
、
実
感
し
て
い
る
こ
と
は
違
う
こ

と
に
気
づ
い
た
」な
ど
の
言
葉
を
き
き
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
な
に
か
「
気

づ
き
」
を
得
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
が
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

派
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
第
２
７
６

０
地
区
神
野
ガ
バ
ナ
ー
、
竹
内
Ｒ
Ｙ
Ｌ

Ａ
委
員
長
、
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
推
薦
ク
ラ
ブ
の

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、

素
晴
ら
し
い
機
会
を
く
だ
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
受
け
入
れ
を

し
て
く
だ
さ
り
、
ご
指
導
・
ご
教
授
い

た
だ
き
ま
し
た
、
第
２
７
２
０
地
区
永

田
ガ
バ
ナ
ー
、
河
野
部
門
長
、
玉
田
Ｒ

Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
長
、
高
宮
副
委
員
長
、
Ｒ

Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
会
の
皆
様
、
青
少
年
部
門

の
皆
様
、
二
日
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                               

12
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

年
次
総
会 

 
 

                                             
 

 
 

 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

大
原 

敏
正
・
杉
浦 

令
淑 

髙
田 

知
史 

 
 

 
 

 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

 

＜優 勝＞ 神 野 邦 利 

前々日に速いグリーンを経験したお 

かげで、岐阜関カントリーの非常に速 

く、すばらしいグリーンに対応でき、 

私にしては出来過ぎのスコアーで廻る 

ことができました。同伴競技者の方々、 

ありがとうございました。光栄です。 

 

 

 

 

 

OUT IN GROSS HDCP NET 次回

優勝 神野　邦利 43 42 85 13 72 10

2位 岡村　隆德 47 42 89 17 72 15

3位 宇瀬　　厚 54 50 104 26 78 24

BB 酒井　　修 65 62 127 31 96 －   

  

＜準優勝＞  岡村 隆德    

＜べスグロ＞ 神野 邦利    

＜ニアピン＞ 
Ｎｏ．2  神野 邦利 
Ｎｏ．5  佐藤道太郎 
Ｎｏ．12 酒井  修 
Ｎｏ．14 杉本 忠夫 

＜ドラコン＞ 
Ｎｏ．3   宇瀬  厚 
Ｎｏ．15 川島 勇基 

     平成29年11月7日（火） 

於 岐阜関カントリー倶楽部 東ＯＵＴコース 

 


